
本庄市自治会連合会
（会長山口康裕さん）

さらなる 10年へ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

本庄市合併 10 周年記念式典

※式典内で上映した「本庄市合併 10 周年記念　市民ニュースで見る本庄市 10 年のあゆみ」（25 分）のＤＶＤを、１部２００円
で頒布します（数に限りがあります）。ご希望の人は直接秘書広報課（市役所３階）　へ。　　　　　★秘書広報課☎�１１５５

　旧本庄市と旧児玉町が平成18年に合併し、新本
庄市が誕生してから１月10日で10周年を迎えます。
　多くのみなさんのご協力により、それぞれの
地域の魅力が輝く新本庄市となりました。その感
謝の気持ち、またさらなる10年への決意をこめて、
11月21日に市民文化会館で「本庄市合併10周年記
念式典」を開催しました。

　開式後、国歌斉唱、吉田市長の式辞、柿沼議長
のあいさつ、感謝状等の贈呈、そして、埼玉県知
事をはじめとする来賓のみなさまからの祝辞、祝
電やメッセージの披露、代表謝辞と続きました。
　そして、記録映像でこれまでの10年の歩みを振
り返り、新たな未来への飛躍を願い、参加者全員
による万歳三唱で幕を閉じました。

松川未樹さん

合併10周年記念特別功労者の発表
　合併10周年記念特別功労者は、「市民一人１スポー
ツ」の推進に貢献いただいた日本サッカー協会最高顧問
川淵三郎さん、ならびに早稲田大学との包括協定の推進
により本市のまちづくりに多大なる貢献をいただいた早
稲田大学前総長白井克彦さんです。お二人には事前に感
謝状を贈呈し、式典ではメッセージが紹介されました。
合併10周年記念感謝状を贈呈
　合併10周年を記念し、市政の振興に多大な貢献をいた
だいた、２５４人（団体含む）のみなさんに感謝状を贈
呈しました。式典では受賞者を代表して本庄市自治会連
合会様にお受けいただきました。
平成27年度市政功労者表彰状を贈呈
　市政の発展に貢献された42人（団体含む）のみなさん
を表彰しました。式典では受賞者を代表して三澤力男さ
んと今井勝子さんにお受けいただきました。
(４ページ参照）
式典に華を添えたサプライズ　
　10周年を記念して作成したＤＶＤ「本庄市10年のあゆ
み」を上映し、この10年間を振り返りました。
　また、式典に駆けつけてくれた本市出身の演歌歌手・
松川未樹さんからは、ふるさとの魅力や10周年に向けた
お祝いのことばをいただきました。
　そして本庄鳶職組合若鳶会のみなさんにより、本市の
新たな門出を祝う「木遣

や

り、纏
まとい

ふり」が披露され、会場
には大きな拍手があふれました。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
28

年
の
新
春
を
ご
健
勝
に
て
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ
り
市
政
に
対
し
ま
し
て

深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
１
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
①

合
併
10
周
年
記
念
事
業
で
あ
る
「
新
・
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う

た
」、「
花
火
大
会
」、「
記
念
式
典
」
の
開
催
、
②
「
は
に

ぽ
ん
プ
ラ
ザ
」、「
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま
」、
新
「
塙
保
己
一
記

念
館
」
の
オ
ー
プ
ン
、
③
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
R

２
０
１
５
」
で
「
は
に
ぽ
ん
」
が
全
国
７
位
に
大
躍
進
、

④
市
内
全
て
の
公
立
中
学
校
の
校
舎
・
体
育
館
の
耐
震
化

工
事
が
完
了
、
⑤
本
庄
早
稲
田
駅
前
及
び
本
庄
総
合
公
園

の
追
尾
式
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
完
成
な
ど
、
明
る
い
話

題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
国
内
外
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯

で
日
本
代
表
の
快
進
撃
と
い
っ
た
明
る
い
話
題
と
、
地
方

創
生
の
推
進
や
安
保
法
制
改
定
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施

行
な
ど
国
の
大
き
な
動
き
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
９

月
に
発
生
し
た
東
日
本
各
地
の
豪
雨
災
害
、
県
北
地
域
を

震
撼か

ん

さ
せ
た
悲
惨
な
事
件
や
パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ
の
発
生

な
ど
、
国
民
生
活
や
世
界
の
平
和
を
脅
か
す
よ
う
な
事
件

も
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

　
さ
て
本
年
、
本
市
は
１
月
10
日
に
合
併
10
周
年
を
迎
え
、

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
踏
み
出
し
ま
す
。

　
少
子
化
・
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
進
行
、
多
発
す
る
自

然
災
害
、
事
件
事
故
な
ど
、
私
た
ち
の
社
会
は
常
に
困
難

な
課
題
を
突
き
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
国
の
機
関
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
低
出
生
率
が
続

く
と
日
本
の
人
口
は
２
０
６
０
年
に
は
８
０
０
０
万
人
台

に
、
本
庄
市
も
５
万
人
を
割
り
込
む
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
団
塊
の
世
代
の
方
々
が
後
期
高
齢
者
と
な
る

２
０
２
５
年
ま
で
あ
と
10
年
。
社
会
保
障
費
は
さ
ら
に
増

大
し
、
労
働
力
人
口
が
減
少
す
る
な
か
、
ど
の
よ
う
に
社

会
の
活
力
を
維
持
し
て
行
く
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」、
こ
れ
は
、
危
機
管
理
は
も

と
よ
り
、
全
て
の
事
柄
に
共
通
す
る
格
言
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

　
そ
こ
で
本
年
、
本
市
は
地
方
創
生
の
旗
印
の
も
と
、
少

子
化
と
人
口
減
少
に
確
実
に
対
応
す
る
た
め
、
本
庄
市

版
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
社
会
の
実
現
、
社

会
を
担
う
人
材
の
確
保
や
、
安
定
し
た
雇
用
と
就
業
機
会

の
創
出
、
さ
ら
に
、
交
流
人
口
増
大
に
向
け
観
光
振
興
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に「
健
康
づ
く
り
推
進
総
合
計
画
」の
実
施
や「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
、「
在
宅
医
療
」
の
推

進
な
ど
を
図
り
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
環
境
の
充
実
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
新
年
を
機
に
、
自
ら
足
元
を
見
つ
め
、
将
来
に
、
ま
た

あ
ら
ゆ
る
事
態
に
備
え
つ
つ
、
今
後
と
も
ま
ち
づ
く
り
に

魂
を
込
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
持
続
可
能
な
地
域

社
会
を
創
造
し
て
行
く
決
意
で
お
り
ま
す
の
で
、
本
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本庄鳶職組合若鳶会のみなさん

感謝状受賞者のみなさん

本庄市長


